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13 ○吉岡 航，大枝 敏，窪津祥仁，高橋宏和，小野尚文，江口有一郎，末岡榮三郎，安西慶三：FibroScan
測定困難例における SWE（Share Wave Elastography）の有用性．日本超音波医学会第26回九州地
方会学術集会．2016，10，2．YIA‐006．

その他の学会
1 ○窪津祥仁，安西慶三，高橋宏和，濱岡和宏，北島陽一郎，小野尚文，江口尚久，江口有一郎：NAFLD
における線維化伸展と動脈硬化，慢性腎臓病の関連．第24回肝病態生理研究会．2016，5，18．
SY4‐24．

2 ＊北島陽一郎，窪津祥仁，濱岡和宏，小野尚文，江口尚久，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：NAFLD，
T2DM合併NAFLDへの食事運動介入は肝筋腎連関で慢性腎臓病を抑制する．第24回肝病態生理
研究会．2016，5，18．SY4‐25．

3 ＊北島陽一郎，高橋宏和，窪津祥仁，濱岡和宏，小野尚文，江口尚久，角田圭雄，兵庫秀幸，江口有
一郎，安西慶三：NASH進展におけるサルコペニア肥満と筋脂肪化，膵 β細胞機能低下との関係．
第3回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2016，7，16．P‐38．

4 ○窪津祥仁，高橋宏和，北島陽一郎，江口有一郎，安西慶三：NAFLDの線維化進展と糖尿病合併に
よる慢性腎臓病への影響．第3回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2016，7，16．P‐39．

5 ○永渕美樹，藤井純子，泉 夏美，岩根紳治，大枝 敏，岡田倫明，江口有一郎，安西慶三：肝疾患・
糖尿病患者の支援における専門職種の知識と活動の現状．第3回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2016，
7，16．P‐59．

6 ○村山賢一郎，大塚大河，五反田香，荒木紀匡，磯田広史，古賀風太，中下俊哉，秋山 巧，河口泰
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典，江口有一郎，安西慶三：TACE不応進行肝細胞癌に対する肝動注化学療法とソラフェニブの
比較．第52回日本肝癌研究会．2016，7，1‐2．化学療法・分子標的治療（3） O‐16‐1．

7 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．レミッチ
効能追加記念講演会 in 大分．2016，1，14．

8 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．第74回岡
山肝疾患懇話会．2016，1，19．

9 江口有一郎：Ｃ型肝炎治療の最前線．多久・小城地区医師会学術講演会．2016，1，20．
10 江口有一郎：佐賀県の今後の課題．佐賀県肝癌対策医会～Ｃ型肝炎ウイルスの終焉を迎えて～．

2016，1，29．
11 江口有一郎：佐賀県の肝がん粗死亡率ワーストワン汚名返上プロジェクト～地域ぐるみと多職種恊

働～．肝炎連携福岡の会．2016，1，30．
12 江口有一郎：肝がんの診断と治療．平成27年度佐賀県看護協会看護共通研究会．2016，2，3．
13 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝疾患学

術講演会－レミッチ効能追加記念－．2016，2，5．
14 江口有一郎：Ｃ型肝炎をやっつける～肝がんを減らし，さらに気分晴れるコツとは？．市民公開講

座 Ｃ型肝炎治療最前線～飲み薬でＣ型肝炎ウィルスが排除できる時代～．2016，2，6．
15 江口有一郎：生活習慣病の診療現場に潜む非アルコール性脂肪性肝疾患を見落とさないために．第
11回九州糖尿病看護スキルアップセミナー．2016，2，7．

16 江口有一郎：肝炎ウイルス検査について 佐賀県の肝炎対策事業・厚生労働省科学研究からの知見
を活かして．健診等実施機関事務連絡会議．2016，2，14．

17 江口有一郎：Ｃ型肝炎治療の最前線．北肝炎病診連携の会．2016，2，15．
18 江口有一郎：「Ｃ型肝炎はとうとう副作用のない飲み薬で治せる時代へ」～佐賀県の肝がん死亡率

を下げるために～．ダイワの健康セミナー（大和証券佐賀支店）．2016，2，17．
19 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病の診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝

臓と生活習慣病を考える会．2016，2，18．
20 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは．大分

Ｃ型慢性肝炎セミナー－Ｃ型肝炎撲滅に向けて－．2016，2，25．
21 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病の診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．鳥

取県東部医師会講演会．2016，3，3．
22 江口有一郎：「今こそ，たたけ！肝炎ウイルス効果絶大，副作用のない新薬登場」佐賀県の肝がん

死亡率全国ワースト1位を下げるために．ロータリークラブ健康講演会．2016，3，5．
23 江口有一郎：朝倉医療圏Ｃ型肝炎撲滅プロジェクトのご提案－佐賀県肝がん粗死亡率ワースト1位

汚名返上プロジェクトより－．肝がん撲滅に向けたウイルス肝炎検診・フォローアップ促進事業に
関する研修会．2016，3，9．

24 江口有一郎：「Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎・脂肪肝・糖尿病」と言われたらどうするか？．肝がん・糖尿
病予防講演会．2016，3，12．

25 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病の診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝
臓と糖尿病セミナー in 広島．2016，3，17．

26 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは．栃木
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県県北地区Ｃ型肝炎治療講演会．2016，3，18．
27 江口有一郎：佐賀県の肝がん粗死亡率全国ワースト1位汚名返上のための地域疾病対策～治療を思

い留まる患者の心理の理解から，Ｃ型肝炎治療最新情報まで～．宮崎県肝疾患専門医療従事者研修
会．2016，3，24．

28 江口有一郎：未受療の深層心理を理解したウイルス性肝炎の受療促進のあり方．沖縄県Ｃ型慢性肝
炎病診連携懇話会．2016，4，7．

29 江口有一郎：糖尿病と肝疾患について．佐賀糖尿病療養指導士会研修会．2016，5，15．
30 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝癌を減らすための戦略とは．唐津東松浦医師会学術講演会．2016，5，

23．
31 江口有一郎：職域でなぜＣ型肝炎対策が進まないのか？なぜ今重要なのか？～拾い上げのコツから

最新治療まで～．第89回日本産業衛生学会ランチョンセミナー．2016，5，27．
32 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは．ひら

かた肝炎病診連携講演会．2016，6，2．
33 江口有一郎：佐賀県のＣ型肝炎治療の現状．佐賀県肝疾患検診医療提供体制指定研修会．2016，6，

3．
34 江口有一郎：佐賀県の肝がん粗死亡率全国ワースト1位汚名返上のための地域疾患対策．朝倉医師

会学術講演会．2016，6，14．
35 江口有一郎：予期しないものは見えない～非アルコール性脂肪肝のこれからのポジショニング～．

第9回臨床消化器セミナー．2016，6，28．
36 江口有一郎：「びっくりするほどよく解る！肝がんにならないコツ」～ウイルス性肝炎と肝がん～．

肝炎検診・住民の集い．2016，7，9．
37 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝癌を減らすための戦略とは．神埼市医師会学術講演会．2016，7，11．
38 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝癌を減らすための戦略とは．多久市小城地区医師会学術講演会．2016，

7，12．
39 江口有一郎：生活習慣病外来に潜む非アルコール性脂肪肝炎の罠．第25回福岡県肝疾患相談セミ

ナー．2016，7，13．
40 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．レミッチ

効能追加記念講演会 in 和歌山．2016，7，14．
41 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは．Sai-

tama Liver Meeting 2016．2016，7，22．
42 江口有一郎：“地域ぐるみ”で目指すワースト1位汚名返上プロジェクト．第5回世界・日本肝炎

デーフォーラム．2016，7，23．
43 江口有一郎：糖尿病診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないための連携のあり方．広島

肝臓・糖尿病講演会．2016，7，28．
44 江口有一郎：よく解る！Ｂ型・Ｃ型肝炎治療の爆新情報と肝がんにならないコツ．平成28年度肝炎

講演会．2016，7，30．
45 江口有一郎：肝がんにならないコツ－ウイルス性肝炎と肝がん－．平成28年度市民公開講座．2016，

7，31．
46 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝癌を減らすための戦略とは．鹿島藤津地区医師会学術講演会．2016，
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8，1．
47 江口有一郎：脂質異常症や糖尿病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．レミッチ

効能追加1周年記念講演会 in 久留米．2016，8，25．
48 江口有一郎：佐賀県における肝癌死亡率の最新情報の解釈と課題．佐賀県医師会学術講演会．2016，

9，1．
49 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで．NASH Treatment Seminar．2016，

9，2．
50 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝癌を減らすための戦略とは．佐賀東部ウイルス性肝炎勉強会．2016，

9，5．
51 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病の診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．阿

蘇郡市医師会学術講演会．2016，9，6．
52 江口有一郎：予期しないものは見えない～糖尿病診療に潜むNAFLD・NASH．第32回糖尿病診療

を考える会．2016，9，12．
53 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝がん死を減らすための戦略とは．ワクチンインターネット講演会．

2016，9，13．
54 江口有一郎：肥満は肝臓病の大敵！脂肪肝も肝がんの原因⁉．肝臓病市民公開講座．2016，9，17．
55 江口有一郎：予期しないものは見えない～糖尿病診療に潜むNAFLD・NASH診療に潜む肝外合

併症．レミッチ効能追加1周年記念講演会 in 高知．2016，9，20．
56 江口有一郎：今こそＢ型肝炎・Ｃ型肝炎・肥満・糖尿病をやっつける 最新情報とコツ．柳川市民

公開講座．2016，9，24．
57 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝癌を減らすための戦略とは．武雄・杵島地区医師会学術講演会．2016，

9，26．
58 江口有一郎：予期しないものは見えない～糖尿病診療に潜むNASH&NASH診療に潜む肝外合併

症．学術講演会～ポストウイルス時代の次の課題～．2016，9，29．
59 江口有一郎：今だから知ってほしい肝がんになる前に治してほしいウイルス性肝炎最新治療．けん

ぽれん 第64回健康教室．2016，10，9．
60 江口有一郎：健康経営につながるＢ型肝炎，Ｃ型肝炎対策．佐賀商工会議所 二水会．2016，10，

12．
61 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝がん死を減らすための戦略とは．ワクチンOnline セミナー～朝活～．
2016，10，13．

62 江口有一郎：糖尿病や生活習慣尿の診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．千
歳医師会学術講演会．2016，10，14．

63 江口有一郎：Ｂ型肝炎から肝がん死を減らすための戦略とは．第20回日本ワクチン学会・学術集会．
2016，10，23．

64 江口有一郎：肝がんの基礎知識．平成28年度佐賀県がん看護研修会．2016，10，25．
65 江口有一郎：Ｃ型肝炎の治療の現状と課題～劇的な抗ウイルス治療の進歩の中でなぜ治療者が増え

ないのか？～．第10回日本薬局学会学術総会．2016，10，30．
66 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口

治療の現状を踏まえて～．茨城県肝炎治療DAA’s ネットワーク．2016，11，1．

―8―



67 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病の診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝
臓／糖尿病講演会2016．2016，11，7．

68 江口有一郎：びっくりするほどよく解る！肝がんにならないコツ．神埼市郡医師会市民公開講座．
2016，11，19．

69 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～経口
治療の現状を踏まえて～．いわて県南Ｃ型肝炎セミナー．2016，11，21．

70 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH～拾い上げから治療まで．Diabetes Seminar 2016．2016，11，
30．

71 江口有一郎：治療と職業生活の両立支援の現状と課題～佐賀県に多い肝炎・肝がんを事例として～．
産業保健研修会治療と仕事の両立支援研修会．2016，12，2．

72 江口有一郎：治療を思い留まるウイルス性肝炎未受療者の深層心理を理解した受療勧奨とは～Ｃ型
肝炎経口治療の現状を踏まえて～．兵庫肝疾患連携シンポジウム2016．2016，12，8．

73 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病の診療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．多
久・小城地区医師会学術講演会．2016，12，14．

74 岩根紳治：Ｃ型肝炎の最新治療．平成28年度地域保健福祉従事者研修会．2016，1，14．
75 岩根紳治：佐賀県のＣ型肝炎未受診者を減らす取り組み．第12回九州Ｃ型肝炎研究会．2016，1，
30．

76 岩根紳治：糖尿病と肝疾患．佐賀地区糖尿病療養指導士・肝炎コーディネーター共同研修会．2016，
2，2．

77 岩根紳治：肝がんの診断と治療．平成28年度佐賀県看護協会看護共通研修会．2016，2，3．
78 岩根紳治：Ｃ型肝炎の最新治．Ｃ型肝炎等に関する保健指導従事者研修会．2016，2，10．
79 岩根紳治：糖尿病と肝疾患．伊万里地区糖尿病療養指導士・肝炎コーディネーター共同研修会．
2016，2，18．

80 岩根紳治：糖尿病と肝疾患．平成28年度糖尿病療養指導士認定研修会．2016，6，19．
81 岩根紳治：肝疾患センターの取り組みに関して．外来看護師勉強会．2016，8，9．
82 岩根紳治：肝疾患センターの取り組みに関して．第1回医療行動経済学研究会．2016，10，1．
83 岩根紳治：ウイルス性肝炎について．家族支援講座 in 富士大和温泉病院．2016，10，21．
84 岩根紳治：肝疾患センターの取り組みについて．社会医学講座（医学部4年）．2016，11，30．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等
政策研究事業
（代表）

ソーシャルマーケティング手法を用い
た心停止下臓器提供や小児の臓器提供
を含む臓器提供の選択肢提示を行う際
の理想的な対応のあり方の確立に関す
る研究

11，737

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

効率的な肝炎ウイルス検査要請者フォ
ローアップシステムの構築のための研
究

10，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

急性感染も含めた肝炎ウイルス感染状
況・長期経過と治療導入対策に関する
研究

1，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

小児におけるＢ型肝炎の水平感染の把
握とワクチン戦略の再構築に関する研
究

200

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 がん推進対策
総合研究事業
（分担）

研究者と自治体の恊働による，がん検
診受診率向上等，自分自身で健康をま
もる国民の行動変容を促す方法の開発
と評価

500

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策研
究事業（分担）

HIV感染症及びその合併症の課題を
克服する研究

1，000

研究助成等
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